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レポート作成にあたり、次ページの留意事項をご確認ください。

【備考】作成時の留意事項

本研修「T01知財革新リーダー実践」は、「経営に資する知財」を自ら提案・実践できる知財変革リーダーの育成を目的としています。そのアウトプットとして、皆様には「会社への提言書」を作成していただきます。この提言書の基礎となる内容を構築するため、以下の点に留意しながら応募論文をA4一枚以内で作成してください。

1. 応募論文のテーマ
「事業を成功へ導くために、知財活動において、あなたはどのような変革を行ったらよいか？」
このテーマに基づき、自社の事業課題を特定して深掘りし、現時点で想定される対応手段を具体的に検討してください。

2. 応募論文作成の具体的なポイント
以下の項目に従って論文を作成してください。特に①現状と②課題に関しては、経営側（または事業、開発側）のマネジメントや現場の方と直接対話して実態を正しく把握した上で、課題の本質や原因を深掘りしてください。また、事業課題は必ず2つ挙げ、それぞれについて詳しく記述してください。
なお、論文にて「事業」課題が特定されていない場合や事業課題の「深掘り」が不十分であると判断される場合等には、やむを得ず受講をお断りすることもございます。不備のないように準備をお願いします。

＜論文の項目＞
①現状：現在の事業の取組みや新規事業開発の取り組みがどうなっているか
②課題：現状で生じている事業上の問題、将来に向けての事業上のリスクは何か、
　　　　社内の誰がその課題を認識し、影響を受けるのか
③対応手段：課題解決のために知財面で必要な取り組みは何か
　　　　　（課題1つに付き少なくとも2つの対応手段を挙げてください）
　　　　知財が何をすれば課題がどう改善され、解決されるのか

3. 応募論文の活用
提出いただいた応募論文は、主に第1ラウンドに実施される討議の基礎資料として使用します。この討議では、講師とのディスカッションを通じて課題や対応手段を深掘りし、第2ラウンド以降の「会社への提言書」作成に向けた方向性を検討します。
実際の課題を踏まえ、具体的かつ現実的な内容を心がけてください。
前述の通り、応募論文は応募者の受講適否を判断する選考材料としても使用します。

4. 参考文献
以下の文献を参考にしてください。

・「知財管理Vol68, No4, 2018『第4次産業革命を見据えた変化の時代、企業競争を生き抜くための今後の人材の考察』」
https://www.jipa.or.jp/official-publication/intellectual-property-management-journal/backnumber/mokuji1804
※閲覧には協会会員サービスのログインID・PWが必要です。
ユーザー登録は貴社会員代表の方又は事務担当の方にご依頼ください。
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